
























































連製造業）の創業者の属性把握に関する調査（ 年 月現在） というアンケート調査
）舟橋 學 ベトナム中小企業─成長要因と支援政策─ 成城大学 経済研究所年報 年 月、
ならびに鹿住倫世 ベトナムにおける女性起業家の現状と支援 （鹿住倫世 アジアにおける産
業・企業経営─ベトナムを中心として─ 白桃書房、専修大学商学研究科叢書 、 年 月）を参
照。
）ここでは、株式会社野村総合研究所 平成 年度 起業・ベンチャー支援に関する調査 起業家精神
に関する調査 経済産業省委託調査、 年 月を参照した。
）同報告書では、生計確率型起業家となっているが、ここでは本調査の趣旨から生計確立型起業家とし
た。
）丸川知雄 現代中国経済 有斐閣アルマ、 年 月、 ページ参照。
） 年 月 日に発送し、翌 年 月 日を回答期限とした。
）ジェトロのハノイ事務所 ベトナム優良企業（北・中部ベトナム編）（金型、プラスチック加工、金
属加工、精密部品、機械、電子電気部品、めっき、他） 第 版、 年 月ならびに同ホーチミン事
務所 ベトナム優良企業（南部ベトナム編）（金属加工、金型、精密部品、プラスチック成型、電子電
気部品、メッキ、他） 第 版 、 年 月の双方による。
）第 回ベトナム国際生産性向上のための工作機械・金属加工ソリューション展示会。
（ ）で開催された。
）本社所在地別では北・中部ベトナム 通、南部ベトナム 通、不明 通、それぞれ ％、 ％、
％と、南部企業が比較的に多いという回収結果であった。
）回答企業の業種では（多業種に従事する企業にあっては複数回答も可とした）、もっとも多いのが機




資料 日本語版と資料 ベトナム語版 を掲載）。
日本語版とベトナム語版とでそれぞれ作成した本アンケート調査はまず 年年末に実
施した ）。無作為に抽出したローカルのベトナム企業 社に対してハノイからの郵送に
よる ）（調査 ）。ただ、調査 では回収数が少なかったため（回収総数は 通、回答率












に保育所・幼稚園 、小学校（ 年間） 、中学校（ 年間） 、高校（ 年間）



















































留学先 学位 専攻分野 具体的な製造内容
アメリカ（ ）
学部 経済・経営系 電気めっき（ プラスチックにニッ
ケルめっき鍍金、鉄鋼に亜鉛鍍金）


































まれる（表 ）。バージニア工科大学卒業の少なくとも 名がハノイ、ホ チミンでそれ
ぞれ電気めっき企業を別々にスタートさせている例が見られる（主要創業者の出資比率は





でも、 歳の 歳代前半が 件と突出していた。 歳についで多いのが、


































































歳 ％ 大学 ％ ％ ％
歳 ？ 大学 ％ ％
歳 ％ 大学 ％





歳 ％ 大学 ％
歳 ％ 大学院博士課程 ％
歳 ％ 大学院修士課程 ％ ％





歳 ％ 大学（国家大学技術学科） ％ ％ ％ ％
歳 ％ 大学 ％ ％
歳 ％ 大学（国民経済大学） ％ ％
歳 ％ 大学（ ） ％
歳 ％ 高校 ％













歳 ％ 大学 ％
歳 ％ 大学 ％ ％
歳 ％ 大学（ハノイ工科大学） ％ ％
歳 ％ 大学（ハノイ工科大学） ％
歳 ％ 大学（ハノイ工科大学） ％
歳 ％ 大学 ％
歳 ％ 大学 ％ ％ ％
歳 ％ 短期大学 ％ ％



















歳 ％ 大学（工科大学） ％ ％
％（友
人から）
歳 ％ 短期大学 ％
歳 ％ 大学 ％ ％ ％
歳 ％ 大学（ハノイ国家大学） ％ ％
歳 ％ 大学 ％
歳 ％ 大学 ％
歳 ％ 大学 なし ％ ％





歳 ％ 大学 ％
歳 ％ 大学 ％








歳 ％ 大学 ％ ％
歳 ％ 大学 ％
歳 ％ 大学（ハノイ工業大学） ％
歳 ％ 大学（ハノイ工科大学） ％ ％
歳 ％ 大学（タイグェン大学） ％
歳 ％ 大学（ハノイ工科大学） ％ ％
歳 ％ 短期大学 ％
歳 ％ その他（軍隊） ％ ％










































社での勤務暦が 社というものが 件ともっとも多いが 社や 社も含まれている。具体
的なケースを拾うと、 歳の人物が他 人と一緒になって治具製造業を創業した場合での










































































歳 表面処理 ベトナム民営企業（ ）
歳 生産財 日系進出企業
歳 ゴム成形 ベトナム企業、ハンガリー系進出企業








企業は日本で 社の製造業（ 京都機械工具 総合工具メーカー、そして いけ
うち 産業用スプレーノズル・工業用加湿器ならびに応用機器・システムの製造販売企




















歳 機械加工 日系進出企業（ ）
歳 金属プレス、板金、梱包材 韓国系進出企業（ ）
歳 機械加工 台湾系進出企業（ ）
歳 機械加工 日系進出企業（ ）
歳 機械加工 日系進出企業（ ）

























機械金属関連での創業であるから、 当該産業分野についての知識 や 必要な技術・
技能の習得 が上位にあるのは肯ける結果である。また、 創業仲間との信頼感 も上位
にきていた。ただ、 資金調達 が上位になかったのはそもそも複数の創業仲間と資金を
出し合っての新規開業が事前に想定されているのであれば、資金調達の不安は小さいとい
うことになる。また、 その他 に記入されている内容も興味深い。 その他 が指摘され
）詳しくは、前田啓一 ベトナム中小企業の誕生─ハノイ周辺の機械金属中小工業─ 御茶の水書房、












）前掲拙著 ベトナム中小企業の誕生 の第 章では実例を交えつつ詳細に論じている。
ていたのは 件であったが、そのうち 件で記入が見られた。 顧客の求める品質水準に

































































































を、 現在の生産水準の維持、 現在の技術水準の維持、 増産体制の構築、 新規技術
の習得、 新規顧客の獲得（国内・輸出）、 新規事業分野への進出、 新製品の開発、
優秀な技術者の確保、 優秀なワーカーの確保、 その他に分けて調べてみた（表
）。
回答のもっとも多いのは、 新規顧客の獲得（国内・輸出） が 件で目立っている。国
内市場、海外市場の別には回答を得ていないがベトナム企業が積極的に新規顧客を開拓し
ようとする姿がここからは浮かび上がってくる。ついで多いのが、 増産体制の構築












































識 や 必要な技術・技能の習得 が指摘されていた。また、もっとも苦労したことは仕
事の安定的な受注確保であった。創業後では、当初に考えていたよりもさらに高額の資金
が必要になることへの不安も表明されていた。
このように、ベトナムでは 歳代を中心とするトップ・エリート層が主導する製造中小
企業の叢生が見られ、工業発展の礎が築かれつつある。そして、ベトナム人アントレプレ
ナーの彼ら・彼女らに豊富な現場経験を提供しているのが他ならぬ現地に進出している日
系企業であった。ベトナム人は日系企業で技術や管理手法を学びつつ、独立に向けての
チャンスを窺っている。これまでの論述でベトナムの日本などからの積極的な外資導入政
策がベトナム人アントレプレナーの誕生にとってきわめて大きな影響を及ぼしていること
が実証できた。ただ、彼らトップ・エリート層が製造現場の有り様に無関心であったり、
あるいは現場に入ることを忌避するようになればマネージメント層と製造現場との乖離が
生じかねず、ベトナムの工業発展の道筋に障害が生じないとも限らない。基礎的技術の絶
え間ない着実な改善を通じてしか現地資本製造中小工業の発展・成長は見られない。
ベトナム工業化を実現するためには今の流れをより着実で幅の広いものとし、製造中小
企業の厚みを増すとともに産業分野の裾野を広げていくことが必要である。進出日系企業
との戦略的連携関係を深めつつ、今後は流通や物流など他分野でも現地資本中小企業の育
成を図らなければならない。そのためにはベトナム教育制度の一層の改革を進めねばなら
ない。現状ではトップ・エリート層が享受するに留まる起業チャンスをトップ・エリート
のより周辺へと拡げていくことが肝要であろう。そのためには、工業・工科系大学でのカ
リキュラム充実にくわえて、経営・商学など文系大学出身者からも海外留学を経て日本企
業での勤務経験を積んだのちに起業へという道筋にいっそうの弾みをつける努力が必要で
ある。むろん、大卒の肩書を持たない者にも起業チャンスを提供できるような環境整備も
重要である。
ベトナム人新規開業者の基本的属性把握に関する研究
（資料 日本語版でのアンケート票）
ベトナム人新規開業者の基本的属性把握に関する研究

